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研究成果の概要（和文）：両耳聴によって形成される方向感について、①中枢聴覚伝導路のどの

レベルで形成されるか（階層性）、②年齢による限界（可塑性）があるか研究した。対象は先天

性小耳症・外耳道閉鎖症の術前術後、補聴器装用下の先天性感音難聴症例、聴神経から聴皮質

障害症例である。検査にはリオン社製の方向感検査装置とスピーカ法を用いた。その結果、階

層性については、蝸牛神経より中枢に障害がない限り音圧差は成立するが時間差は成立しない

ことが初めてわかった。可塑性については年齢にかかわらず成立することがわかった。 

 
研究成果の概要（英文）：Auditory space which is formed by binaural hearing was studied 
from views of hieralchy and plasticity in brain. Subjects were patients with bilateral 
microtia, congenital and acquired deafness and brain damage from auditory nerve to 
auditory cortex. Sound lateralization and localization test were used for this study. 
In our study, auditory space was revealed by that interaural intensity difference was 
formed from periphecal organs to auditory cortex but interaural time difference was not 
formed from cochlear nerve to auditory cortex if it is damaged. 
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１．研究開始当初の背景 

 聴空間は両耳聴によって形成される。この
両耳聴の研究方法は従来からスピーカ法に
よる音源定位を弁別角度によって表示する。
人間は約 1～2 度の弁別能力があるが、イル
カは人間より優れているが、他の小動物も中
型動物も悪いことがわかっている。IT 技術の
進歩により、ヘッドフォンを用いた音像定位

法の利用により両耳の時間差と音圧差の弁
別閾値を測定できるようになった。 

 

２．研究の目的 

 わが国でも人工内耳手術が盛んに行われ
るようになり、人工内耳下の両耳聴について
すすめられるようになっている。本研究では、
①両耳補聴と、②片耳補聴と反対側人工内耳
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装用で音像定位法を用いて両耳の時間差と
音圧差が両方とも成立するのか、時間差のみ
成立するのか、あるいは両方とも成立しない
のか調べることで聴空間の拡がりについて
研究する。 
 
３．研究の方法 
(1)対象は、対照として正常聴力者、症例は
両側補聴下の両側伝音難聴、両側感音難聴症
例、蝸牛神経から聴皮質に至る中枢聴覚伝導
路障害症例である。 
(2)検査は、リオン社製方向感検査装置を用
いた。両耳時間差、両耳音圧差の 2 つについ
てその閾値を調べた。 
 
４．研究成果 
(1)聴空間の階層性について 
 両側伝音難聴症例も両側感音難聴症例の
いずれも両耳時間差および両耳音圧差は成
立する。すなわち、難聴であっても両耳時間
差と音圧差によって形成される聴空間は対
照例に近い拡がりを持つ。しかし、蝸牛神経
から聴皮質に至る障害では、両耳時間差は成
立しないことが判明した。しかし、両耳音圧
差は成立することがわかった。このことは、
中枢聴覚伝導路障害によっても両耳音圧差
によって形成し得る高い周波数に偏った聴
空間が認知されることがわかった。 
(2)聴空間の可塑性について 
 小児、成人、高齢者及び先天性、後天性の
伝音難聴、感音難聴についても両耳時間差と
両耳音圧差は、中枢聴覚伝導路に障害がない
限り成立して、聴空間が成立する傾向にあり、
年齢に共通して両耳聴には難聴という障害
があっても可塑性が存在すると考えられる。 
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